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日本酒5 , 500円（税込）以上のお買い上げでリーデル『純米』グラスをプレゼント

“ S A V E  T H E  K U R A ”  
日本酒蔵元応援プロジェクト

“ S A V E  T H E  K U R A ”日本酒蔵元応援プロジェクト
リーデル『純米』グラスプレゼントキャンペーン実施概要

　2021年6月１日、オーストリアのワイングラスカンパニー「リーデル」を展開するRSN Japan株式会社(本社:東京都港区、代表取締
役社長:ウォルフガング・アンギャル) は、コロナ禍での日本酒需要の落ち込みで打撃を受けている蔵元をサポートし、日本酒業界の活性化
を目指す“SAVE THE KURA”日本酒蔵元応援プロジェクトを実施いたします。
　同じワインでも異なる形状のグラスで飲むと香りや味わいが変わるという事に着目し、ブドウ品種ごとに理想的なグラス形状を開発して
きたリーデル。2000年には日本酒の中でも大吟醸酒に注目し、その魅力を最大限に引き出す専用グラスを生み出しました。さらに2010年
から約8年かけて蔵元や日本酒の専門家の方々と共に様々な形状のグラスで純米酒を飲み比べ、2018年に純米酒専用グラスも開発いた
しました。
　2013年には和食がユネスコ無形文化遺産に登録され、世界でも和食文化への関心が高まる中、単に“SAKE”としてひとくくりにされて
いた時代からさらに一歩進み、製造方法や造り手の違いによる多種多様な個性も注目されるようになりました。リーデルは日本酒の魅力、
奥深さを伝えるため、世界へ向けた情報発信や自社製品であるグラスのプロモーションにとどまらず、日本全国に点在する日本酒の蔵元と
その地域の活性化、また日本酒文化の継承に向けて、日本酒蔵元応援プロジェクトを実施いたします。

　今回実施する“SAVE THE KURA”日本酒蔵元応援プロジェクトは、より多くの方に日本酒の素晴らしさに触れていただくこと、そして
日本酒業界全体の活性化を目的としています。新型コロナウイルスの影響による飲食店での日本酒需要の落ち込み、そして外国人観光客の
減少によるインバウンド需要の落ち込みなど、大きな打撃を受けている蔵元へ、お客様へのプレゼント用『純米』グラスを提供し、日本酒の
販売促進に繋げていただく試みです。

　対象の蔵元直営店、または蔵元が運営するオンラインショップで日本酒を5,500円（税込）以上購入いただき、店頭にてリーデルオフィ
シャルLINEへ登録いただいたお客様へ、リーデル『純米』グラスをプレゼントいたします。また、リーデル青山本店、銀座店、名古屋店では
日本酒を5,500円（税込）以上購入したレシートをご持参いただき、リーデルオフィシャルLINEへ登録いただいたお客様へ、リーデル『純米』
グラスをプレゼントいたします。

約8年の開発期間を経て、蔵元や日本酒の専門家の方々と共に様々な形状のグラスで純米
酒を飲み比べ、完成した純米酒専用グラス。研ぎ澄まされた味わいが魅力の大吟醸酒とは
対照的に、複雑で奥深い旨味が魅力の純米酒のためのグラスは、その香り、味わいを最大限に
引き出すために大ぶりで横長、飲み口の口径が大きい形状となりました。

「創業以来一族でブランドを守り続けるリーデル社は、私で11代目となりました。私たちのゴールは、次世代のための企業の姿を形作ることです。そのひとつとして、
サステナビリティ（持続可能性）は必要不可欠です。原材料、パッケージ、リサイクル方法、そしてパートナー選びに至るまで、持続可能な製造工程のために力を注いでいます。」     

リーデル家11代目当主　マキシミリアン・リーデル
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＜エクストリーム シリーズ＞ 『純米』グラス

デザイン年：2018 年　　生産国：ドイツ　　製法：マシンメイド　　素材：クリスタルガラス
高さ：200 mm　  容量：495 ml

実施期間 :2021年6月1日(火 )～2021年12月31日(金 )

※景品がなくなり次第終了となります。




